
令和 4 年度第 4 回 日本診療放射線技師連盟 理事会 議事録 

日時:令和 4 年 12 月 5 日(月)  18:30~20:30 

会場:Web 開催 

出席者  理 事 長：芳士戸治義 

    副理事長：江田哲男、中上康次、丹羽政美 

    理  事：市川重司、上田克彦、江端清和、大内幸敏、小黒清、界外忠之 

菊池克彦、木口雅夫、木暮陽介、後閑隆之、新里昌一、園田優 

高橋俊行、田中功、富田伸生、富田博信、中村勝、中村泰彦 

中村登紀子、長谷川雅一、藤井雅代、西小野昭人、山本英雄 

監  事：松原馨 

陪 席 者：畦元将吾、加藤京一、白木尚 

支 部 長：小田真一郎、小野木満照、川又誠、鈴木雅博、立花茂、角田喜彦 

轟英彦、巴昭彦、成田信浩、半蔀英敏、西山幸利、柳澤直樹 

欠席者 理  事：江藤芳浩、大野肇、児玉直樹、後藤吉弘、佐藤晴美、船水憲一 

茂木大志 

司会進行：江田哲男  

書    記：谷本恵子 

（敬称略） 

 

【議事】 

1  業務報告・周知事項(報告期間:前回理事会～本日) 

１． 国政報告（畦元議員） 

－畦元議員より国政報告がなされた。 

 

２． 活動報告 （木暮理事） 

2022 年 10 月 27 日(木) 第 9 回 石田まさひろ政策研究会 出席 

2022 年 10 月 27 日(木)  2022 年度連盟支部長会議開催 

2022 年 10 月 30 日(日) 自民党広島県連主催 「政策・要望を聞く会」 出席 

2022 年 10 月 30 日(日) 自民党広島県連主催 「政経文化セミナー」 出席 

2022 年 10 月 31 日(月) 第 3 回ラジエーション議連 出席 

2022 年 11 月 8 日(火)  予算・税制等に関する政策懇談会 出席 

2022 年 11 月 8 日(火)  田村憲久君を応援する会 出席 

2022 年 11 月 10 日(木) あぜもと将吾君を励ます会 出席 

2022 年 11 月 30 日(水) 茂木敏充 2022 政経セミナー 出席 

2022 年 11 月 30 日(水) 橋本がく前身の集い 2022 出席 



※ (公社)東京都診療放射線技師会会誌に日本診療放射線技師連盟ニュース掲載依頼 

 

３． 情報システム報告 （木暮理事） 

－ 自民党入党のご案内 

－ 日本診療放射線技師連盟ニュースを毎月掲載 

－ 令和 4 年度第 3 回議事録を掲載 

－ 会員・決済管理システム導入ならびに連盟 HP との連携 作業中 

 

４． 会計報告 （木暮理事） 

－ 連盟会員数は 1060 名(2022 年 12 月 3 日時点) 

2022 年度の年会費納入状況は 248 件、寄付は 34 件 

－ 連盟残金：794, 817 円 2022 年 12 月 3 日時点) 

－ 会員決済システムについて、現在進めている管理システム画面・会員ページのサンプ

ルを提示し説明があった。 

 

５． 自民党員数 （木暮理事） 

－ 11 月 28 日時点での畦元先生付きの党員数資料はメールで配布している。 

－ 自民党員数（都道府県別）資料について説明した。 

 

６． 日本診療放射線技師会報告 （上田理事） 

－ 日本診療放射線技師会会長として我々の活動の報告や要望事項について、「予算・税

制等に関する政策懇談会」に提出した。その中で文部科学省からの報告もあった。正

しい放射線の知識普及のために小中高における正式な教員の認定教員として診療放射

線技師を活用していただくため、試験を受けて 4 名の方が認定されているとのこと。 

私の方からはいくつかの提案をしているが、告示研修の費用支援、基金等を医療施

設から各都道府県、都道府県に申請すれば出るがその仕組みがなかなか活用されて

いないということで抜本的にご支援いただけないかということと、診療放射線技師

の適正配置について装置一台一名というような古い概念ではなくいろいろな新しい

活動、医療放射線の安全管理、業務拡大に対応しているため、病院の中で必要な数

を検討していただきたいと述べた。この根拠を我々の方から提案するようにとのこ

とだったので、しっかりとした調査等の上になし得ていくものだと理解している。 

－ 他の議員の先生方からいくつも質問があったのが、生殖腺防護の鉛シールドの廃止

に向けた活動とその説明についての診療報酬加算が必要ではないかとの提案をし

た。まだしっかりとした情報開示をしていないので、なぜ鉛シールドが不要なの

か、用いると患者さんにデメリットがあるのはどうしてかとの具体的な質問があり

答えている。議員の先生方のみならず報道の方もこられており、その中からも質問



があったので回答している。これについては放射線業界からさらに放射線業界以外

の医師、看護師に向けた医療界の中で共通認識を持って国民に伝える必要があると

言うことをメディアの方には述べている。皆様方もいち早く認識についてはもって

いただき各医療施設の中で共通認識が持てるようなことができるよう我々も対応に

ついて道を作って行きたいと思っている。 

－ 昨日、日本診療放射線技師会の理事会があり、研究倫理について指針の改正があっ

た。これから学術大会の発表において、研究は倫理審査委員会の承認番号が必要とな

る。我々としては研究以外のカテゴリー、報告というカテゴリーを作り日々の診療に

役立つ発表をしていただく。研究という名前ではなく技術報告や症例報告、実践報告

というような名称で行うということである。承認番号いただける方は研究、また人を

対象としていないものは研究として用いることが可能だが、研究を行う方は研究計画

やその研究に対してのアウトプットを意識した形で望んでいただく必要がある。この

研究倫理に対して日本放射線技術学会と強調して体制整えていこうということにして

いる。 

－ 芳士戸理事長 

上田理事の付け加えとして、国に畦元議員がいらっしゃるので、診療放射線技師を

理解してもらってきたという印象がある。議員の方からたくさんご質問をいただい

た。4 年制の教育のことも十分説明できた。国家試験の試験委員について診療放射線

技師は 24 名しかおらず他のコメディカルよりはだいぶ少ない、これが不適正問題に

つながるということ等訴えていただいた。 

 

７．広島県連盟報告 （中上副理事長） 

－ 兵庫県、東京都技師会、順天堂大学にて講演した。 

 

８. アンケート報告 （松原監事） 

－ アンケートに関しては私の慈恵医大時代の後輩で慈恵医大を退職後、超音波検査の

受託検査を行う会社を立ち上げた澁谷氏、稲川氏ならびに芳士戸理事長、木暮理事

を交え意見交換を行った。 

－ アンケート内容は、意見交換のために急遽彼らの仲間に依頼して数日間で回収できた

回答から作成したものなので母集団は大きくないが彼ら世代の意識を反映している。

彼ら 40 台前半と同世代の中堅層、若手の意識と我々連盟の役員の意識がかなりかけ

離れているといった内容であった。 

－ スライド資料を用いてアンケート結果について話された。 

 

９. その他  

  － 中上副理事長 



  「診療放射線技師に大切なお話～処遇改善を求めて！」について話された。 

皆様の県でも話してもらいたいという要望があったらいつでも話をさせてもらいた

い。 

－ 富田理事 

12 月 18 日埼玉県診療放射線技師会にて国会見学を行う予定である。 

 

２  審議事項 

1. 理事について（芳士戸理事長） 

－ 東京都診療放射線技師会で活躍していただいている国際医療福祉大学の市川先生、

慶應大学の長谷川先生を推薦し新理事になっていただきたい。 

 

審議；賛成が半数以上認められ、承認された。 

 

－ 国際医療福祉大学市川先生よりご挨拶があった。 

－ 慶應大学長谷川先生よりご挨拶があった。 

－ 木暮事務局長 

現在、会則で理事は 18 名までとなっているため会則改定を選管に届出したい。ま

た速やかにホームページも連盟理事、監事の方を掲載する予定である。 

 

2. 自民党党員入会(党費納入)について （芳士戸理事長） 

－ 皆様に協力していただき少しずつ党費が集まっている。12 月から自民党員の集計か

ら入党のお礼まで全部やっていただける方が畦元事務所秘書として 1 名いる。 

   － 木暮理事 

15 日に締めた後に各都道府県がどのように変化したのかデータを開示したいと思っ

ている。 

－ 江田副理事長 

審議事項 2 に関して、報告となっているので審議としては取り下げさせてもらい報

告という形にさせてもらう。 

 

3. 連盟会費納入について （木暮陽介理事） 

   － 木暮理事 

会員システムに関して導入することは以前より承認が得られているが、本日冒頭紹

介したシステムについて契約に着手しても良いかの承認を得たい。 

 

審議；半数以上の賛成により承認された。 

 



4. その他 

－ 芳士戸理事長 

 私事だが、来年 3 月で定年退職になる。診療放射線技師会の中には公益法人だから

政治活動できないという方がいらっしゃる。今までやってきた中で日本診療放射線

連盟は診療放射線技師会でできない部分について活動している。診療放射線技師会

がないと日本診療放射線連盟も成り立たないと感じている。 

畦元議員のいる選挙区の診療放射線技師会が中心になって動くのが当選に向けて一

番良く、その都道府県の診療放射線技師会が日本診療放射線連盟の本部として運営

していくのがいいのではないかと考えている。畦元議員が選挙区をとるまでは全力

を尽くすが、選挙区を取ったらその選挙区の診療放射線技師会、支部長にバトンタ

ッチし、そこが畦元議員をバックアップしていくというのが重要と考えている。 

   － 上田理事 

芳士戸理事長の進めていただいたこの日本診療放射線連盟の勢いを引き続いてやれ

る方がいらっしゃいましたら一緒にやっていきたいと思う。 

   － 芳士戸理事長 

第一線を退くにあたって畦元議員をきちんとした位置に立たせた上でバトンタッチ

できたら良いと思っている。その辺のことを皆様も考えていてもらえたらと思う。 

   － 界外理事 

      中日本地域を中心に頑張っているが、本部から全く情報が来ないので失礼ながら芳

士戸理事長にメールを送らせてもらった。今回、本部の活動がわかり勉強させても

らった。中日本の会長らに党員の件をお願いしている。ある県の会長がその県の検

査技師会の連盟の方と話をしている中で臨床検査技師連盟も宮島先生付き議員をた

くさん抱えており、宮島先生を失ってもそのまま自民党員として残っている方がい

るということであった。 

－ 芳士戸理事長 

界外理事のおっしゃる通り隅々まで情報を知らせないと会員になってもらえないの

で情報共有は必要である。 

   － 江端理事 

先日、診療放射線技師会事務所に臨床検査技師会、臨床工学技士会が立ち寄られ

た。以前 3 団体共同で畦元先生に要望書を提出したというお話があった。 

  － 加藤先生 

加藤先生から激励のお言葉があった。 

 

３ 理事会総括（丹羽副理事長） 

 第４回放射線技師連盟理事会の総括を述べられた。 

以上 


